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　60％の A 液を作るとき，図 1 のようなてんびん図に

なるので 96％の A 液を 120×　  ＝75 g 使います。

80％の A 液を作るときは，96％の A 液を 120×　  ＝
100 g 使います（図 2）。答えは 75 g 以上 100 g 以下です。

　      P のとり出す回数を◯，Q のとり出す回数を□と

します。最大が 144 g，150 g なので，とり出す回数の

最大は ◯＝144÷8＝18 回，□＝150÷10＝15 回です。

図 3 のてんびん図より，10×□：8×◯＝1：3 → □：◯
＝　  ：　  ＝4：15 です。 →  P から 15 回（◯），Q から

（1）

（イ）

（2）（ア）

4 回（□）とり出してかき混ぜると 72％になります。

　96％の P を使えば使うほど濃度は高くなるので，最

大の 144 g を使います（P は 18 回）。（1）の図 1 で求めた

ように 60％の濃度を作るとき，Q（水）を 144×　 ＝86.4 
g 混ぜると 60％ができます（図 4）。→ Q が 86.4g 以下の

ときに濃度は 60％以上になるので，できるだけ多い   
10 g×8＝80 g を使用します（Q は 8 回）。このときの濃

度は図 5 より 96×     ＝　　＝61　 ％になります。

             P は 18 回，Q は 8 回，A 液の濃度は 61　 ％
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B 256 個64 個

16 マス
8 マス

（1）

（2） 16×16 のとき

8×8 のとき

32×32 のとき
（3）

8 マス

7×3＋16＝37 個 37×3＋64＝175 個 175×3＋256＝781 個

AA

A

奇数を◯，偶数を●とし，◯＋◯＝●，◯＋●＝◯，

●＋●＝●の 3 タイプの計算でマスを埋めていきます。

   4×4 の中には●が 7 個あります。

左下と右上には同じ模様があらわ

れ，右下はすべて●になります。

  （1）の 8×8 のマスをAパターン

（● 37 個）とします。16×16 は

8×8 が 4 区画でき，3 つのAパター

ンと，右下はすべて●になります。

　同じように（2）をBパターンとす

ると，B×3＋16×16 です。

（1）

（2）

（3）
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　　　　　　　　　     　 （右の図の6つの並びは，

どの 2 つも異なります。）

形AIF はともに底辺が 2 cm なので，高さ比に注目します。

三角形AIF は正六角形の　 ×2×　  ＝　  倍になります。

　三角形GHC は正六角形の　 ×　 ×　 ＝　  倍，三角形DKJ

は正六角形の　 ×　 ×　 ＝　  倍，三角形AIF と三角形KIG
は面積比が 62

：132
＝36：169 なので，三角形IGK は正六角形

の 　 ×　   ＝　    倍，よって，五角形CDJIH は正六角形の

　    －　  －　  ＝　     倍になります。
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　左図のように延長すると一辺が 2 cm の正三角形があらわれます。B
から平行線を引いた部分の長さが（1＋2）÷2＝1.5 cm なので，色のつ

いた部分の三角形の相似比が 1.5：1＝3：2 です。BH：HC＝3：2 なので，

CH＝2×　 ＝0.8 cm です。また，斜線部分の三角形の相似比は 3：1
なので，DK＝4×　 ＝　  cm になります。

　三角形AIF と三角形KIG は相似で，相似比は 2：     ＝6：13 です。

一辺が 2 cm の正三角形は正六角形ABCDEF の 　 倍で，これと三角
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（次のページに続く）

　A と B は逆の操作の関係で，C の逆は同じく C で，D
の逆は D です。3 枚のカードの並び方の変化は次ページ

の（図 1）のようになります（答えも次ページ）。

　（1）の並び方の変化を次ページの（図 2）のように正八

面体に置きかえて考えてみます。（図 3）の◯の中の数

はア（  1  2  3 の並び）から出発したときの道順の数を表

しており，１操作前にいたときの◯の数を足していく

と，2 回，3 回，… を埋めることができます。3 回で初

（1）

（2）

めてアになるのは，2 回でイ，ウ，エ，オにいるときの道

順がそれぞれ 2 通りなので，2×4＝8 通りです。

　4 回でイ，ウ，エ，オが 24 通りずつなので，5 回で初め

てアになるのは 24×4＝96 通りです。

　（図 2）の太線のみを通る道順を考えます。ア→イ→

ウ→イ→ウ→アとア→ウ→イ→ウ→イ→アの 2 通り。

　太線を 0 回，2 回，4 回通る方法は 0 通りです。1 回

または 3 回通る方法は 96－2＝94 通りになります。
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高さ 4 cm 高さ 3 cm 高さ 2 cm

高さ 4 cm

（答え）

高さ 3 cm 高さ 2 cm

三角すいア

三角すい台イ

　右図のような三角すいの体積を

考えます。

2×2×2×　 ＝      cm3 です。

　立体 Q は三角すいABCF から三

1
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角すいアと三角すい台イを 2 つ取りのぞいた立体です。

6×6×6×　 －4×4×4×　 
                －（2×2×2×　 －1×1×1×　 ）×2
        ＝｛216－64－（8－1）×2｝×　 ＝138×    ＝23 cm3
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　1 辺が 6 cm の立方体から，2 種

類の直方体をくりぬきます。

6×6×6－4×4×6－2×2×1×2
       ＝216－96－8＝112 cm3 です。

　     高さ 4 cm，3 cm，2 cm の断

面図は下のようになります。これに 3 点 A，C，F を通る

切り口の線を引いて考えます。斜線部分が答えです。

くりぬく部分（1）

（2）（ア）
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（1）の答え
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　A と B は逆の操作の関係で，C の逆は同じく C で，D
の逆は D です。3 枚のカードの並び方の変化は次ページ

の（図 1）のようになります（答えも次ページ）。

　（1）の並び方の変化を次ページの（図 2）のように正八

面体に置きかえて考えてみます。（図 3）の◯の中の数

はア（  1  2  3 の並び）から出発したときの道順の数を表

しており，１操作前にいたときの◯の数を足していく

と，2 回，3 回，… を埋めることができます。3 回で初

めてアになるのは，2 回でイ，ウ，エ，オにいるときの道

順がそれぞれ 2 通りなので，2×4＝8 通りです。

　4 回でイ，ウ，エ，オが 24 通りずつなので，5 回で初め

てアになるのは 24×4＝96 通りです。

　（図 2）の太線のみを通る道順を考えます。ア→イ→

ウ→イ→ウ→アとア→ウ→イ→ウ→イ→アの 2 通り。

　太線を 0 回，2 回，4 回通る方法は 0 通りです。1 回

または 3 回通る方法は 96－2＝94 通りになります。
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